
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンプライアンス研修を、学校は頻繁に実施します。一般的には、教職員の懲戒処分など、事案が起こったとき

に、二度とそのようなことを繰り返さないように、教職員として守るべきことを伝達することで、法令遵守の意識を

醸成するために行うことが多いです。私たちは、いわゆる非違行為と言われる法律に違反すると考えられること

を（例、刑法、道路交通法（時には、民法）、県内であれば条例などもその対象）基準にして、厳しく教育公務員

として、一般社会に説明責任果たせるように考えて、行動する必要があります。 

さて、このコンプライアンスとは、何でしょうか。 

特に、教員は、（特に学校は）責任を国家賠償という、国によって教育が守られているために、個人で責任を追

求（被害を損害賠償などで要求されない）されません。そのため、コンプライアンスが少しわかりにくくなるかもし

れず、コンプライアンスの研修を行う場合、次の図のように説明されることがあります。 

コンプライアンスというのは、広義に倫理観などを指している場合と、施行されている法律を遵守するという狭義

の意味で説明している場合と２つあります。例えば、「いじめ防止対策法」が施行されていますが、この法律に添

って対応しなければならないという指導（研修）は狭義の捉え、いじめなどという行為は、人権を守る上で起こっ

てはならぬことだからクラスで話し合おうというのは、広義の捉えということです。そして、教職員は、法律（狭義）

を一つ一つ読み解く時間などがない中（見えているのは、広義）で、保護者、生徒、地域社会は法律の概念を使

って要求される（見えているのは、狭義）ためにズレが起きるのです。 

今の社会では、本来、物事が起こった場合に、法律に添っているのか、教育という専門性に則った指導（学習指

導要領範疇）の中なのか、公務員としての倫理なのかなどしっかり見ながら対応することが求められています。

さらに、本来、学校が対応すべき事案なのかということも踏まえて、物事を見ていきたいと思っています。そし

て・・・ 

【図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、自転車のヘルメット着用に関しては、これが別の捉えをしなければいけないのではないかと思い始めてい

ます。みなさん、どう思いますか。生徒のみんな、保護者の皆さまにも一緒に考えていただきたいことです。 

 

 

 
静岡県教育委員会の示す自転車通学許可とヘルメット「所持」 

こや通信（名称募集）（公開版）NO.1３                  富士宮北高校校長室 

コンプライアンスと「育休」について考える 
令和７年１０月３０日 

交通事故により「いのち」を失うことは、何としても防ぎたい 

令和７年８月、県教委から、次年度から自転車通学を認める場合には、ヘルメットを必ず「所持」しなければなら

ないという通知がありました。「所持」とは？免許であればまだしも。これは、道路交通法において、自転車ヘルメ

ットの着用は努力義務であることを踏まえ、法律で義務化はされていないための指示だと思います。そのため、

それを元に各校で「呼びかけ」るように、と及び腰です。しかし、１０月１６日、富士宮の高校生が自転車事故によ

り頭を強く打って亡くなりました。私は、このことは胸を締め付けられる思いで、急激に危機感を感じました。上の

図で言うと、ヘルメットに関しては法的に義務ではないけれども、広義に考えないといけないのではないか・・・。 
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これも、コンプライアンスから派生しますが、令和７年１０月１日「子の年齢に応じた柔軟な働き方の実現に向けた

措置について」と「仕事・介護両立支援制度の制度改正について」がそれぞれ適用されました。 

「子の年齢に応じた柔軟な働き方」では、「職員本人またはその配偶者が、妊娠・出産したことを申し出たとき」

「３歳に満たない子を養育する職員」が、「育児短時間勤務、部分休業、子育て部分休業、深夜勤務制限、時間外

勤務制限・免除など、育児休業に関する制度、出生時両立支援制度等、休暇・休業制度の請求・申し出等、給付

金関係等の説明をし、意向を確認すること」になりました。ぜひ、連絡した通り、必要であれば、積極的に利用して

ください。 

また、「仕事・介護両立支援制度の改正」では、「職員の配偶者等が当該職員の介護を必要とする状況に至った

ことや、４０歳に達した日の属する年度」に「介護両立支援制度等、休暇・休業制度の請求・申し出等、給付金関

係等について、意向を確認すること」になりました。こちらも、確認した通りですが、同様です。 

さて、育休について、少し考えましょう。公務員の女性の育休については、これまで、ある程度充実してきましたが、

今回「柔軟に」するのは、幼児期（いわゆる就学前教育）における保護者の関わりの重要性が背景にあるのでは

ないでしょうか。もちろん給与の問題など、未解決ではありますが、幼児期は、人が成長していく過程で大変大切

であるということがわかってきていますし、この子どもの幼児期（就学前教育）を大切にするために、社会的に労

働体制を見直そうという取組、おそらく少子化対策も含んでいると推察します。そのため、管理職は、意向を確認

することを義務付けられ、学校現場の働き方改革に対して、法制度改正がされたと理解しています。そして、その中

で、男性の育休取得も必要不可欠と社会的なニーズが高まっているのだと思います。つまり、これら制度は、人口

減少の進む日本において、子どもの人生（いのち）を大切にする。そして、それを取り巻く大人の人生（いのち）も

大切にする一人一人への視点と、それを含む、社会的な理解を進めることが求められているように感じます。 

よく過去の働き方と比較する人がいます。自分の通ってきた道との比較です。これは、この育休等の制度に限って

言えば、過去の経験は意味をなさないのではないでしょうか。日本は大きな人口減少社会のフェーズをはじめて

経験しているようですので・・・ 

今季、本校教職員で、配偶者の産後育休を短期間で取得し、その際、オンデマンド教材など作成して、担当する授

業を他の教職員に依頼しました。私は、担当教員は、家庭での役割に加え、周囲の要望、教職員としての責任な

ど、新しい制度の中で苦労があったことだと推察します。そして、オンデマンド教材の作成というのは、これからの

学校において大変貴重な取組だと考えていますし、その挑戦は大変素晴らしいと思っています。もちろん、同僚の

教職員も素晴らしい。今、社会の DX とは構造的な変化を指しています。普段からビデオで撮影して貯めておけ

ば、いざというときに活用でき、また、生徒にとっても、身近な先生の講義は最も学び 

の定着に寄与するはずです。そんな学びのプラットフォームを作れる体制（動画撮影 

キッド、保存 common、利用ガイドブック等）を構築していきたいと考えています。 

皆さんはどう思いますか・・・？ネガティブな、これが「ない」とできないというような意見 

は横において頑張りたいと考えています。前向きなご意見と一緒に取り組みたい課題の一つです。 

育休制度の変化は命を大切にすること。周囲の影響を受ける必要はありません。 

ラーケーション！多様な働き方と一様な休日？  

ラーケーションが県内で始まりました。皆さんは知ってい

ますか？家族と一緒に、平日に体験や学びを共に行う自

由裁量な日を取ることが 

できるという取組です。 

多様な働き方が増える中 

で考えられた取組です。 

静岡市内で「大道芸」が 

始まります。ラーケーション 

取ることできるかな？ 

 

校内読書週間の開始 

１０月２７日～１１月７日は校内読書週間です。読

書好きなわたしとしては何か１冊読みたいです。 

１０月２２日「読書県しずおか」づくり優秀実践校と

して表彰を受けました。昨年度、図書委員会、図書

館司書、担当教員、そして、全校の生徒、教職員、

さらには、富士宮分校の生徒、教職員のご尽力に

よる成果です。心から感謝申し上げます。 

さて、今、校内で行っている「求む！借り主」企画に

乗り、新たな本と出合い、心の安らぎを得ようかな  


